
１．三次元光デバイスプロジェクトの展示
会初参加

恒例となった国際ナノテクノロジー総合展

（nano tech２００７）も今年で開催６年目を迎え，

昨年と同じく東京ビックサイトで２００７年２月

２１日�から２３日�まで，３日間にわたって開
催された。今回の出展者数は，４８４企業・大学・

団体（国内３１７社，海外２２カ国１６７企業・団

体）にのぼり，入場者も約４万８５百人と昨年

よりも３５百人も増加して，名実ともに世界最

大のナノテクノロジーの国際展示会となった。

この国際的な展示会に，２００６年３月で終了

したナノガラス技術プロジェクトと関係の深い

三次元光デバイスプロジェクト（２００６年７月

から研究開発開始）が，初年度でもあるに拘わ

らず，プロジェクト内容説明パネル及び本プロ

ジェクトが目指している成果物の模型等を出

展，展示した。今回は，NGFつくば研究室研

究員（NGF研究員及び本プロジェクト参加企

業＊１からの出向研究員）の他に本プロジェクト

の共同実施先である京都大学平尾研及び浜松ホ

トニクス株式会社からも説明要員を派遣頂き，

一緒になって目指している成果を大いにアピー

ルした。本プロジェクトとナノガラス技術プロ

ジェクトとの関わりを，液晶パネルを活用した

動画による分かり易い説明及び，２次元と３次

元ホログラムを用いた模型展示物等の視覚に訴

える工夫を凝らした結果により，三次元光デバ
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備考 

幕張メッセ 

東京ビッグ 

サイト ナノガラス技術・F21デバイ
ス用高機能化・F21ディスプ
レイ用高強度 

で溢れ，非常に盛況であった（写真１，２）。

これを裏付けるように見学者の名刺も昨年を上

回る約３２０枚ほど集まった。

注）＊１：フジノン株式会社，株式会社オハラ，

ライトロン株式会社，ナルックス株式会社，大

日本印刷株式会社

今回は，経済産業省（METI）の塚本審議官

が来場し，本プロジェクトの説明パネル，展示

物等を見て回られた（写真３）。本プロジェク

トへの関心の高さの現れだと恐縮した。

２．驚異のNEDOゾーン「独創技術賞」の
受賞

今年も例年通り，入場者のアンケート調査に

よるNEDO表彰があった。これは，前半２日

間の入場者（今回は３万人強）に対して，NEDO

プロジェクトの中の優秀な技術に関するアン

ケート調査を行なって，その得票数により�最

優秀技術賞，�独創技術賞，�有望技術賞の３
賞を決定するもので，結果は，なんと三次元光

デバイスプロジェクトが，参加初年度にもかか

わらず，並み居る古参プロジェクトを押さえ

て，�の「独創技術賞」を受賞した。「やった
ぁー」これが本プロジェクトに係わった関係者

の偽らざる素直な気持ちである。nano tech２００７

の参加が決まった当初，プロジェクト開始半年

でキチンとした成果（試料）がない中で「どう

いうものを展示したらよいか，今年はパネルだ

けか・・，いやいや我々の並々ならぬ本プロジ

ェクトに対する真摯な思いをぶつけたい

等・・」の様々な思いが交錯し，関係者のあり

あまる知恵を絞った結果であった。

これもひとえに本プロジェクトリーダである

平尾京大教授及びプロジェクト参加企業の出向

研究員達，共同実施先の京都大学の先生方，浜

松ホトニクスの研究員達及びフォーラム研究員

達の本プロジェクトの研究開発への意気込みと

熱意の賜と考える。感謝！感謝！

なお，�の「最優秀技術賞」はナノコーティ
ング技術（（財）ファインセラミックセンター），

�の「有望技術賞」は精密高分子技術が受賞し
た。

最終日の午後１時過ぎに表彰式が展示会場の

メインシアターであり，NGFのつくば研究室

の鈴木研究員が代表でNEDOの本城理事から

表彰を受けた（写真４）。昨年と同じ賞状と副

賞が一体になった盾を頂いた（写真５）。これ

写真３ METI 塚本審議官来場

表１ nano tech 総合展示会におけるNGF受賞歴
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とは別に，フェア関係専門委員が企業出展から

選んだ nano tech 大賞２００７の表彰があり，２００７

年は富士通�がナノテク大賞を受賞した。
NGFが nano tech 総合展示会に参加してか

ら今までの状況を表１に記す。

我々にとってはこれらは輝かしい成果であ

り，展示会参加者の皆様方に認めて頂いた事

は，研究者として大変誇れることだと思う。

３．こぼれ話

実は，今回の「独創技術賞」受賞が決まった

時，我々以上にＮＥＤＯの関係者が「えっ！」

という感じであった。これは，本プロジェクト

が初年度のために，研究自体は，３ヶ月くらい

しか着手できていないのに「何故？」との思い

と，前年に「ナノガラス」で最優秀技術賞を受

賞しており，それに続く新プロでの受賞だった

からでしょうか。「組織票を動員したのでは？」

といった冗談口さえ聞こえたほど，関係者にと

っては意外な受賞のようでした。

また，企業ブースでは当たり前になっている

コンパニオン制度を，ＮＥＤＯは２００６年より

導入したので，今回も三次元光デバイスのブー

スに女性が１名派遣されてきた。この女性がな

んとまあ，昨年とたまたま同じ女性であった。

一目見て分かった位に全く昨年と風貌，容姿は

変わっていなかった。ただ彼女は，我々のこと

を全く覚えていなかったが・・・。仕事は熱心

で，今回も積極的に名刺集めに徹して，今まで

の最高となる３２０枚（昨年は２９０枚）もの名刺

を集めてくれた。名刺を持っていない人には，

手作りノートに名前，連絡先等を記入してもら

っていた。何というきめの細かさ。さすがプロ。

今後これらが実用化の時に役立ってくれるもの

と確信している。

ともあれ，NGF田中室長，平野部長研究員

他の積極的なフェア参加指導，NGF，大学及

び浜松ホトニクスの出展３社の研究員による手

厚く，分かり易い説明，工夫された展示物，NGF

本部とつくば研究者との事前準備連携の良さ等

により，今回の展示も大成功で，成果が来年に

つながる展示会となった。

以上

写真４ 独創技術賞授与式
左：本庄理事 右：鈴木研究員

写真５ 表彰盾（独創技術賞）
表彰状 賞状内容
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